
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和６年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅰ 単位数 ３単位 年次 １年次 

使用教科書 新編 数学Ⅰ （数研出版） 

副教材等 ３TRIAL 数学Ⅰ （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では，課題に対して，自ら考え，周りの人と共同で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返っ

てよりよい解決を考える」といった一連の過程で，自分の考えを発表したり，議論したりする活動

を行います。 

・問題集用のノートを用意してください。問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答え

を求めるだけでなく，途中式や考え方も書くようにしましょう。また，各自答え合わせをしてくだ

さい。答え合わせは，自分がどこでつまずいたかを知るための大切なものです。家庭学習における

課題は，定期的に提出してもらいます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

数と式，図形と計量，2 次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟

を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを

活用する態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数と式，図形と計量，二次関 

数及びデータの分析におけ 

る基本的な概念や原理・法則 

を体系的に理解するととも 

に，事象を数学化したり，数 

学的に解釈したり，数学的に 

表現・処理したりする技能を 

身に付けるようにする。 

命題の条件や結論に着目し，数や

式を多面的に見たり目的に応じて

適切に変形したりする力や図形の

構成要素間の関係に着目し，図形

の性質や計量について論理的に考

察し表現する力，関数関係に着目

し，事象を的確に表現してその特

徴を表，式，グラフを相互に関連

付けて考察する力，社会の事象な

どから設定した問題について，デ

ータの散らばりや変量間の関係な

どに着目し，適切な手法を選択し

て分析を行い，問題を解決したり

解決の過程や結果を批判的に考察

し判断したりする力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度や粘り強

く考え数学的根拠に基づいて

判断しようとする態度，問題解

決の過程を振り返って考察を

深めたり，評価・改善したりし

ようとする態度や創造性の基

礎を養う。 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

数
と
式 

 

 

数
と
式 

第１節 式の計算 

１ 多項式の加法と減法 

２ 多項式の乗法 

３ 因数分解 

a: 乗法公式，因数分解の公式

の意味や複雑な式が簡単に帰

着できることを理解するとと

もに，式を目的に応じて変形

することができる。 

b: 学習した計算方法と関連

付けて，式を多面的に考察す

ることができる。 

c: 式の変形，整理などの工夫

において，よりよい方法を考

察しようとする。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第２節 実数 

１ 実数 

２ 根号を含む式の計算 

a: 数を実数まで拡張するこ

との意義や実数が数直線上の

点と１対１に対応しているこ

とを理解するとともに，簡単

な無理数の計算ができる。 

b: 実数の大小関係と数直線

を関連付けて考察することが

できる。 

c: 対称式の求め方に興味を

示し，自ら考察しようとする。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第３節一次不等式 

１ 不等式とその性質 

２ 一次不等式 

３ 絶対値を含む方程

式・不定式 

a: 一次不等式の解を求める

ことができる。 

b: 不等式の理解を深め，式を

多面的に捉えて問題を考察す

ることができる。 

c: 日常の事象や社会の事象

などを数学的に捉え，一次不

等式を問題解決に活用しよう

としている。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
２
章 

集
合
と
命
題 

１ 集合 

２ 命題と条件 

３ 命題とその逆・対

偶・裏 

４ 命題と証明 

 

a: 集合と命題に関する基本

的な概念，原理・法則などを

理解し，知識を身に付けてい

る。 

b: ベン図などを用いて集合

の考えを論理的に考察し，簡

単な命題の証明について考察

することができる。 

c:事象を集合と論証の考えを

用いて考察するよさを認識

し，問題解決にそれらを利用

しようとしたり，粘り強く考

え数学的論拠に基づき判断し

ようとしたりしている。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第
３
章 

二
次
関
数 

第１節 ２次関数とグラ

フ 

１ 関数とグラフ 

２ 二次関数のグラフ 

 

a: 二次関数の値の変化やグ

ラフの特徴について理解して

おり，平行移動を利用して二

次関数のグラフを描くことが

できる。 

b: 二次関数の式とグラフに

ついて，コンピュータなどの

情報機器を用いて描くなどし

て，多面的に考察することが

できる。 

c: 二次関数とそのグラフの

性質や特徴について関心をも

ち，それらを二次関数の考察

に活用しようとしている。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第２節 二次関数の値の

変化 

１ 二次関数の最大・最

小 

２ 二次関数の決定 

a: 二次関数のグラフと関数

の値の変化における基本的な

概念を理解し，最大値や最小

値を求めることができる。 

b:二次関数の決定において，

条件を処理するのに適した式

の形を判断することができ

る。 

c: 日常生活における具体的

な事象の考察に，二次関数の

最大・最小の考えを活用しよ

うとする。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

第３節 二次方程式と二

次 

不等式 

１ 二次方程式 

２ 二次方程式のグラフ

とｘ軸の位置関係 

３ 二次不等式 

a: 二次関数のグラフと関数

の値の変化における基本的な

概念を理解し二次方程式・二

次不等式の解を求めることが

できる。 

b：日常や社会の事象などを数

学的に捉え，問題を解決した

り考察することができる。 

c: 二次関数とそのグラフを

用いることの有用性を認識

し，値の変化や二次方程式・

二次不等式の考察に活用しよ

うとしている。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

３
学
期 

第
４
章 

図
形
と
計
量 

第１節 三角比 

１ 直角三角形と三角比 

２ 三角比の相互関係 

３ 三角比の拡張 

a: 鋭角や鈍角の三角比の意

味と相互関係を理解してい

る。 

b: 図形の構成要素間の関係

を三角比を用いて表現すると

ともに，その性質や相互関係

を考察することができる。 

c: 三角比を用いて直接測る

ことのできない長さや角度が

求められることに関心をも

ち，事象の考察に活用しよう

としている。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第２節 三角形への応用 

１ 正弦定理 

２ 余弦定理 

３ 正弦定理と余弦定理

の応用 

３ 三角形の面積 

４ 空間図形への応用 

 

 

a: 正弦定理，余弦定理を理解

し，それを用いて平面図形や

空間図形の計量をすることが

できる。 

b: 図形の構成要素間の関係

に着目し，日常の事象や社会

の事象を数学的に捉え，問題

を解決したり，考察すること

ができる。 

c: 正弦定理や余弦定理の有

用性を認識し，平面図形や空

間図形の計量に活用しようと

している。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
５
章 

デ
ー
タ
の
分
析 

１ データの整理 

２ データの代表値 

３ データの散らばりと

四分位数 

４ 分散と標準偏差 

５ ２つの変量と間の関

係 

６ 仮説検定の考え方 

a: データの分析における基

本的な概念，原理・法則など

を理解し，分散及び標準偏差

の知識を身に付けている。 

b: 散布図や相関係数などを

用いてデータの傾向を捉え，

それらを的確に表現すること

ができる 

c: 分散及び標準偏差などを

用いてデータの傾向を把握

し，事象の考察に活用しよう

としている。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和６年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新編 数学Ⅱ （数研出版） 

副教材等 3TRIAL 数学Ⅱ （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では，課題に対して，自ら考え，周りの人と共同で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返

ってよりよい解決を考える」といった一連の過程で，自分の考えを発表したり，議論したりする

活動を行います。 

・問題集用のノートを用意してください。問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答

えを求めるだけでなく，途中式や考え方も書くようにしましょう。また，各自答え合わせをして

ください。答え合わせは，自分がどこでつまずいたかを知るための大切なものです。家庭学習に

おける課題は，定期的に提出してもらいます。 

・間違いやすい点に着目しながら演習を進め，基礎的な内容の理解を確かなものにします。 

 

 

２ 学習の到達目標 

いろいろな式，微分・積分の考えについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，

事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活

用する態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

いろいろな式，微分・積分の

考えについての基本的な概

念や原理・法則を体系的に

理解するとともに，事象を

数学化したり，数学的に解

釈したり，数学的に表現・処

理したりする技能を身に付

けるようにする。 

数の範囲や式の性質に着目

し，等式や不等式が成り立つ

ことなどについて論理的に

考察する力，関数関係に着目

し，事象を的確に表現してそ

の特徴を数学的に考察する

力，関数の局所的な変化に着

目し，事象を数学的に考察し

たり，問題解決の過程や結果

を振り返って統合的・発展的

に考察したりする力を養う。 

数学のよさを認識し数学を

活用しようとする態度，粘り

強く柔軟に考え数学的論拠

に基づいて判断しようとす

る態度，問題解決の過程を振

り返って考察を深めたり，評

価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

式
と
証
明 

第 1 節 式と計算 

1．3 次式の展開と因数分

解 

2．二項定理 

研究 (a+b+c)n の展開式 

3．多項式の割り算 

4．分数式とその計算 

5．恒等式 

a: 様々な公式を利用するこ

とができる。二項定理を利

用して，展開式やその項の

係数を求めることができ

る。分数式の約分，四則計

算ができる。恒等式と方程

式の違いを理解している。 

b: 数学Ⅰで既習の 2次式の

展開公式を利用して，3次式

の展開公式を導くことがで

きる。二項定理を等式の証

明に活用することができ

る。多項式の割り算の結果

を等式で表して考えること

ができる。 

c: 因数分解の検算に展開を

利用しようとする態度があ

る。恒等式の性質を理解

し，具体的な問題に取り組

もうとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第 2 節 等式・不等式の

証明 

6．等式の証明 

7．不等式の証明 

a: 恒等式 A = B の証明を，

適切な方法で行うことがで

きる。実数の大小関係の基本

性質に基づいて，自明な不等

式を証明することができる

平方の大小関係と絶対値の

性質を利用して，それぞれの

不等式を証明することがで

きる。 

b: 与えられた条件式の利用

方法を考え，等式を証明する

ことができる。不等式の証明

に実数の性質を利用できる

ように，式変形を考えること

ができる。 

c: 比例式を含む等式の証明

を通じて，加比の理に興味を

もち，考察しようとする。不

等式の証明を通じて，三角不

等式に興味・関心をもち，そ

れを利用しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
２
章 

複
素
数
と
方
程
式 

第 1 節 複素数と 2 次方

程式の解 

1．複素数とその計算 

2．2 次方程式の解 

3．解と係数の関係 

 

a: 複素数，複素数の相等の

定義と計算を理解してい

る。2 次方程式の解の公式を

利用して，2 次方程式を解く

ことができる。解と係数の

関係を使って，対称式の値

や 2 次方程式の係数を求め

ることができる。 

b: 複素数の四則計算の結果

は複素数であることを理解

している。2次方程式の解の

符号に関する問題を，解と

係数の関係を利用して解く

ことができる。 

c: 2 次方程式が常に解をも

つように考えられた複素数

に興味・関心を示し，考察

しようとする。2次方程式の

解が虚数になる場合もある

ことに興味を示し，2次方程

式の解を考察しようとす

る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第 2 節 高次方程式 

4．剰余の定理と因数定理 

研究 組立除法 

5．高次方程式 

発展 3 次方程式の解と

係数の関係 

a: 剰余の定理を利用して，

多項式を 1次式や 2次式で割

ったときの余りを求めるこ

とができる。因数分解や因数

定理を利用して，高次方程式

を解くことができる。高次方

程式の 2 重解，3 重解の意味

を理解している。 

b: 多項式を 1 次式で割った

ときの余りについて，剰余の

定理で考察することができ

る。高次方程式を 1次方程式

や 2次方程式に帰着させるこ

とができる。 

c: 多項式を 1 次式で割る計

算に，組立除法を積極的に利

用する。1 の 3 乗根の性質に

興味・関心をもち，具体的な

問題に取り組もうとする。1

の 3乗根ωの性質に興味・関

心をもち，問題に取り組もう

とする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
６
章 

微
分
法
と
積
分
法 

第 1 節 微分係数と導関

数 

1．微分係数 

2．導関数とその計算 

3．接線の方程式 

a: 平均変化率，微分係数の

定義を理解し，それらを求

めることができる。導関数

の性質を利用して，種々の

導関数の計算ができる。接

線の方程式の公式を利用し

て，接線の方程式を求める

ことができる。微分係数の

値などから関数を決定する

ことができる。 

b: 平均変化率における x 

の変化量 h は負でもよいこ

とを理解している。導関数

を表す種々の記号を理解し

ていて，それらを適切に使

うことができる。定点 Cか

ら曲線に接線を引くとき，

接点 Aにおける接線が点 C

を通ると読み替えることが

できる。 

c: 接線の傾きと微分係数

との関連を図形的に考察

しようとする。曲線外の

点から曲線に引いた接線

の方程式を求めようとす

る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第 2 節 関数の値の変化 

4．関数の増減と極大・極

小 

5．関数の増減・グラフの

応用 

a: 導関数を使い，関数の増

減や極値を調べ，増減表を書

いて考察している。最大・最

小の応用問題では，変数のと

り方，定義域に注意して解く

ことができる。導関数を利用

して，方程式の実数解の個数

問題，不等式の証明問題を解

くことができる。 

b: 接線の傾きで関数の増減

が調べられることを理解し

ている。最大値・最小値と極

大値・極小値の違いを，意識

して考察できる。 

c: 関数の増減や極値を調

べ，3 次関数のグラフをでき

るだけ正しくかこうとする。

身近にある最大値・最小値の

問題を，微分法を利用して解

決しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

第
６
章 

微
分
法
と
積
分
法 

第 3 節 積分法 

6．不定積分 

7．定積分 

8．定積分と面積 

研究 放物線と x 軸で囲

まれた部分の面積 

研究 3 次関数のグラフと

面積 

 

a: 不定積分の定義や性質を

理解し，それを利用する不

定積分の計算方法を理解し

ている。定積分の定義や性

質を理解し，それを利用す

る定積分の計算方法を理解

している。直線や曲線で囲

まれた部分の面積を，定積

分で表して求めることがで

きる。 

b: 微分法の逆演算としての

不定積分を考察することが

できる。定積分の性質の等

式を，左辺から右辺，右辺

から左辺への変形として利

用できる。面積を求める際

には，グラフの上下関係，

積分範囲などを，図をかい

て考察している。 

c: 積分法が微分法の逆演算

であることから，不定積分

を求めようとする。定積分

の性質を利用して，計算が

なるべく簡単になるように

工夫して計算しようとする

意欲がある。直線や曲線で

囲まれた部分の面積を，定

積分を用いて求めようとす

る。 

 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和６年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅱ 単位数 ４単位 年次 ２年次 

使用教科書 新編 数学Ⅱ （数研出版） 

副教材等 3TRIAL 数学Ⅱ （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では，課題に対して，自ら考え，周りの人と共同で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返

ってよりよい解決を考える」といった一連の過程で，自分の考えを発表したり，議論したりする

活動を行います。 

・問題集用のノートを用意してください。問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答

えを求めるだけでなく，途中式や考え方も書くようにしましょう。また，各自答え合わせをして

ください。答え合わせは，自分がどこでつまずいたかを知るための大切なものです。家庭学習に

おける課題は，定期的に提出してもらいます。 

・間違いやすい点に着目しながら演習を進め，基礎的な内容の理解を確かなものにします。 

 

 

２ 学習の到達目標 

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについて理

解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学の

よさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

いろいろな式，図形と方程

式，指数関数・対数関数，三

角関数及び微分・積分の考

えについての基本的な概念

や原理・法則を体系的に理

解するとともに，事象を数

学化したり，数学的に解釈

したり，数学的に表現・処理

したりする技能を身に付け

るようにする。 

数の範囲や式の性質に着目

し，等式や不等式が成り立つ

ことなどについて論理的に

考察する力，関数関係に着目

し，事象を的確に表現してそ

の特徴を数学的に考察する

力，関数の局所的な変化に着

目し，事象を数学的に考察し

たり，問題解決の過程や結果

を振り返って統合的・発展的

に考察したりする力を養う。 

数学のよさを認識し数学を

活用しようとする態度，粘り

強く柔軟に考え数学的論拠

に基づいて判断しようとす

る態度，問題解決の過程を振

り返って考察を深めたり，評

価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

式
と
証
明 

第 1 節 式と計算 

1．3 次式の展開と因数分

解 

2．二項定理 

研究 (a+b+c)n の展開式 

3．多項式の割り算 

4．分数式とその計算 

5．恒等式 

a: 様々な公式を利用するこ

とができる。二項定理を利

用して，展開式やその項の

係数を求めることができ

る。分数式の約分，四則計

算ができる。恒等式と方程

式の違いを理解している。 

b: 数学Ⅰで既習の 2次式の

展開公式を利用して，3次式

の展開公式を導くことがで

きる。二項定理を等式の証

明に活用することができ

る。多項式の割り算の結果

を等式で表して考えること

ができる。 

c: 因数分解の検算に展開を

利用しようとする態度があ

る。恒等式の性質を理解

し，具体的な問題に取り組

もうとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第 2 節 等式・不等式の

証明 

6．等式の証明 

7．不等式の証明 

a: 恒等式 A = B の証明を，

適切な方法で行うことがで

きる。実数の大小関係の基本

性質に基づいて，自明な不等

式を証明することができる

平方の大小関係と絶対値の

性質を利用して，それぞれの

不等式を証明することがで

きる。 

b: 与えられた条件式の利用

方法を考え，等式を証明する

ことができる。不等式の証明

に実数の性質を利用できる

ように，式変形を考えること

ができる。 

c: 比例式を含む等式の証明

を通じて，加比の理に興味を

もち，考察しようとする。不

等式の証明を通じて，三角不

等式に興味・関心をもち，そ

れを利用しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

１
学
期 

第
２
章 

複
素
数
と
方
程
式 

第 1 節 複素数と 2 次方

程式の解 

1．複素数とその計算 

2．2 次方程式の解 

3．解と係数の関係 

 

a: 複素数，複素数の相等の

定義と計算を理解してい

る。2 次方程式の解の公式を

利用して，2 次方程式を解く

ことができる。解と係数の

関係を使って，対称式の値

や 2 次方程式の係数を求め

ることができる。 

b: 複素数の四則計算の結果

は複素数であることを理解

している。2次方程式の解の

符号に関する問題を，解と

係数の関係を利用して解く

ことができる。 

c: 2 次方程式が常に解をも

つように考えられた複素数

に興味・関心を示し，考察

しようとする。2次方程式の

解が虚数になる場合もある

ことに興味を示し，2次方程

式の解を考察しようとす

る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第 2 節 高次方程式 

4．剰余の定理と因数定理 

研究 組立除法 

5．高次方程式 

発展 3 次方程式の解と

係数の関係 

a: 剰余の定理を利用して，

多項式を 1次式や 2次式で割

ったときの余りを求めるこ

とができる。因数分解や因数

定理を利用して，高次方程式

を解くことができる。高次方

程式の 2 重解，3 重解の意味

を理解している。 

b: 多項式を 1 次式で割った

ときの余りについて，剰余の

定理で考察することができ

る。高次方程式を 1次方程式

や 2次方程式に帰着させるこ

とができる。 

c: 多項式を 1 次式で割る計

算に，組立除法を積極的に利

用する。1 の 3 乗根の性質に

興味・関心をもち，具体的な

問題に取り組もうとする。1

の 3乗根ωの性質に興味・関

心をもち，問題に取り組もう

とする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

２
学
期 

第
３
章 

図
形
と
方
程
式 

第 1 節 点と直線 

1．直線上の点 

2．平面上の点 

研究 座標平面を利用し

た図形の性質の証明 

3．直線の方程式 

4．2 直線の関係 

a: 数直線上において，2 点

間の距離，線分の内分点，

外分点の座標が求められ

る。与えられた条件を満た

す直線の方程式の求め方を

理解している。点と直線の

距離の公式を理解してい

て，それを利用することが

できる。 

b: 図形の性質を証明する際

に，計算が簡単になるよう

に座標軸を適切に設定でき

る。直線に関して対称な点

の座標を求めることができ

る。 

c: 図形の問題を座標平面上

で代数的に解決する解法の

よさを知ろうとする。2 直線

の交点を通る直線の方程式

に興味・関心をもち，具体

的な問題に利用しようとす

る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第 2 節 円 

5．円の方程式 

6．円と直線 

7．2 つの円 

a: 与えられた条件を満たす

円の方程式の求め方を理解

している。円と直線の共有点

の座標を求めることができ

る。 

b: 円の方程式が x， y の 2

次方程式で表されることを

理解している。円の中心から

直線までの距離と円の半径

の大小関係を代数的に処理

することで，円と直線の位置

関係を考察することができ

る。2 つの円の位置関係を，

中心間の距離と半径の関係

で考察することができる。 

c: 円と直線の位置関係を，2

次方程式の判別式や，円の中

心から直線までの距離と円

の半径の大小関係により調

べようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
３
章 

図
形
と
方
程
式 

第 3 節 軌跡と領域 

8．軌跡と方程式 

9．不等式の表す領域 

a: 点が満たす条件から得ら

れた方程式を，図形として

考察することができる。不

等式の表す領域を図示する

ことができる。 

b: 平面上の点の軌跡を，座

標平面を利用して考察する

ことができる。不等式の満

たす解を，座標平面上の点

の集合としてみることがで

きる。 

c: 点が満たす条件から得ら

れた方程式がどのような図

形を表しているかを考察し

ようとする。少し複雑な不

等式の表す領域について

も，興味をもち，取り組も

うとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第
４
章 

三
角
関
数 

第 1 節 三角関数 

1．角の拡張 

2．三角関数 

3．三角関数のグラフ 

4．三角関数の性質 

5．三角関数を含む方程

式，不等式 

a: 角度の表し方に度数法と

弧度法があることを理解し

ている。また，弧度法の定義

を理解し，度数法と弧度法の

換算をすることができる。弧

度法で表された角の三角関

数の値を，三角関数の定義に

よって求めることができる。 

b: 単位円上の点の動きか

ら，三角関数のグラフを考え

ることができる。三角関数を

含む方程式・不等式を解く際

に，単位円やグラフを図示し

て考察することができる。ま

た，その解き方を理解してい

る。 

c: 弧度法に興味をもち，角

度の換算に取り組もうとす

る。三角比の定義を一般化し

て，三角関数の定義を考察し

ようとする。単位円や三角関

数のグラフを利用して，三角

関数の性質を調べようとす

る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
４
章 

図
形
と
方
程
式 

第 2 節 加法定理 

6．加法定理 

7．加法定理の応用 

a: 加法定理を利用して，

種々の三角関数の値を求め

ることができる。2 倍角，半

角の公式などを利用して，

三角関数の値を求めたり，

等式を証明したりすること

ができる。 

b: 正接の定義と加法定理を

利用して，2 直線のなす角を

考えることができる。2 倍角

の公式を利用して，三角関

数を含むやや複雑な方程

式・不等式の角を統一して

考えることができる。 

c: 加法定理の証明につい

て，一般角に対しても成り

立つことに興味をもち，考

察しようとする。加法定理

を利用して，座標平面上の

点の回転を考察することに

関心をもち，具体的な問題

に取り組もうとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

３
学
期 

第
５
章 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

第 1 節 指数関数 

1．指数の拡張 

研究 負の数の n 乗根 

2．指数関数 

a: 指数が整数の場合の累乗

の定義を理解し，累乗の計算

や，指数法則を利用した計算

をすることができる。指数関

数のグラフの概形，特徴を理

解している。底と 1 の大小に

注意して，指数関数を含む不

等式を解くことができる。 

b: 指数法則が成り立つよう

に，指数の範囲を正の整数か

ら実数にまで拡張している

ことを理解している。指数関

数の増減によって，大小関係

や不等式・方程式を考察する

ことができる。 

c: 累乗根の性質に興味を示

し，具体的に証明しようとす

る。指数関数のグラフの概形

を，点をプロットしてかこう

とする意欲がある。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

第
５
章 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

第 2 節 対数関数 

3．対数とその性質 

4．対数関数 

5．常用対数 

a: 指数と対数とを相互に書

き換えることができる。対数

の定義を理解し，対数の値を

求めることができる。対数関

数のグラフの概形，特徴を理

解している。常用対数の定義

を理解し，それに基づいて

種々の値を求めることがで

きる。 

b: 指数法則から，対数の性

質を考察することができる。

対数関数の増減によって，大

小関係や方程式・不等式を考

察することができる。 

c: やや複雑な対数方程式，

対数不等式に積極的に取り

組もうとする。桁数や小数首

位の問題を一般的に考察し

ようとする。現実世界の問題

を，常用対数を用いて考察し

ようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

３
学
期 

第
６
章 

微
分
法
と
積
分
法 

第 1 節 微分係数と導関

数 

1．微分係数 

2．導関数とその計算 

3．接線の方程式 

a: 平均変化率，微分係数の

定義を理解し，それらを求

めることができる。導関数

の性質を利用して，種々の

導関数の計算ができる。接

線の方程式の公式を利用し

て，接線の方程式を求める

ことができる。微分係数の

値などから関数を決定する

ことができる。 

b: 平均変化率における x 

の変化量 h は負でもよいこ

とを理解している。導関数

を表す種々の記号を理解し

ていて，それらを適切に使

うことができる。定点 Cか

ら曲線に接線を引くとき，

接点 Aにおける接線が点 C

を通ると読み替えることが

できる。 

c: 接線の傾きと微分係数と

の関連を図形的に考察しよ

うとする。曲線外の点から

曲線に引いた接線の方程式

を求めようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 



 

※令和４年度以降入学生用 

第 2 節 関数の値の変化 

4．関数の増減と極大・極

小 

5．関数の増減・グラフの

応用 

a: 導関数を使い，関数の増

減や極値を調べ，増減表を書

いて考察している。最大・最

小の応用問題では，変数のと

り方，定義域に注意して解く

ことができる。導関数を利用

して，方程式の実数解の個数

問題，不等式の証明問題を解

くことができる。 

b: 接線の傾きで関数の増減

が調べられることを理解し

ている。最大値・最小値と極

大値・極小値の違いを，意識

して考察できる。 

c: 関数の増減や極値を調

べ，3 次関数のグラフをでき

るだけ正しくかこうとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

３
学
期 

第
６
章 

微
分
法
と
積
分
法 

第 3 節 積分法 

6．不定積分 

7．定積分 

8．定積分と面積 

研究 放物線と x 軸で囲

まれた部分の面積 

研究 3 次関数のグラフと

面積 

 

a: 不定積分の定義や性質を

理解し，それを利用する不

定積分の計算方法を理解し

ている。定積分の定義や性

質を理解し，それを利用す

る定積分の計算方法を理解

している。直線や曲線で囲

まれた部分の面積を，定積

分で表して求めることがで

きる。 

b: 微分法の逆演算としての

不定積分を考察することが

できる。定積分の性質の等

式を，左辺から右辺，右辺

から左辺への変形として利

用できる。面積を求める際

には，グラフの上下関係，

積分範囲などを，図をかい

て考察している。 

c: 積分法が微分法の逆演算

であることから，不定積分

を求めようとする。定積分

の性質を利用して，計算が

なるべく簡単になるように

工夫して計算しようとする

意欲がある。直線や曲線で

囲まれた部分の面積を，定

積分を用いて求めようとす

る。 

定期考査 

確認テスト 

 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和６年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学Ⅲ 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 新編 数学Ⅲ （数研出版） 

副教材等 3TRIAL 数学Ⅲ （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では，課題に対して，自ら考え，周りの人と共同で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返

ってよりよい解決を考える」といった一連の過程で，自分の考えを発表したり，議論したりする

活動を行います。 

・問題集用のノートを用意してください。問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答

えを求めるだけでなく，途中式や考え方も書くようにしましょう。また，各自答え合わせをして

ください。答え合わせは，自分がどこでつまずいたかを知るための大切なものです。家庭学習に

おける課題は，定期的に提出してもらいます。 

・間違いやすい点に着目しながら演習を進め，基礎的な内容の理解を確かなものにします。 

 

 

２ 学習の到達目標 

式と曲線，極限，微積分について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数

学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を

育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

平面上の曲線と極限、微分

法、積分法における基本的

な概念、原理、法則などの知

識を体系的に理解し、事象

を数学的に表現・処理する

仕方や推論の方法などの技

術を身に付けている。 

数列や関数の値の変化に着

目し，極限について考察した

り，関数関係をより深く捉え

て事象を的確に表現し，数学

的に考察したりする力，いろ

いろな関数の局所的な性質

や大域的な性質に着目し，事

象を数学的に考察したり，問

題解決の過程や結果を振り

返って統合的・発展的に考察

したりする力を養う 

数学のよさを認識し積極的

に数学を活用しようとする

態度，粘り強く柔軟に考え数

学的論拠に基づいて判断し

ようとする態度，問題解決の

過程を振り返って考察を深

めたり，評価・改善したりし

ようとする態度や創造性の

基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

関
数 

１ 分数関数 

２ 無理関数 

３ 逆関数と合成関数 

a:分数関数や無理関数, 逆関

数の定義を理解し,グラフを

かくことができる。 

b:分数関数や無理関数のグ

ラフと直線の共有点の座標

を,連立方程式の実数解に読

み替えることができる。 

c:分数関数や無理関数のグ

ラフと直線について,共有点

の座標の意味を考え,その求

め方を考察しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第
２
章 

極
限 

第１節 数列の極限 

１ 数列の極限 

２ 無限等比数列 

３ 無限級数 

a:数列の極限値の定義を理

解している。また,様々な数

列の収束,発散を調べ,極限

を求めることができる。 

b:無限等比数列を,公比の値

で場合分けし,その極限を考

察することができる。 

c:無限級数の和の性質につ

いて理解し,それを用いて無

限級数の和を求めようとす

る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 

第２節 関数の極限 

１ 関数の極限(1) 

２ 関数の極限(2) 

３ 三角関数と極限 

４ 関数の連続性 

a:不定形を解消するなど,関

数の式を適切に変形するこ

とで,関数の極限を求めるこ

とができる。 

b:グラフを参考にしながら,

関数の右側極限，左側極限,

関数の極限の有無について

考察することができる。 

c:グラフをかくことで,様々

な関数の連続,不連続を考察

しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
３
章 

微
分
法 

第１節 導関数 

１ 微分係数と導関数 

２ 導関数の計算 

a:導関数の性質,積の導関

数,商の導関数,合成関数の

導関数,逆関数の微分法を理

解し,種々の導関数の計算に

利用することができる。 

b:微分可能性を,定義に基づ

いて考察することができる。 

c:様々な導関数の性質や計

算方法に興味をもち,具体的

な問題に取り組もうとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第２節 いろいろな関数の導

関数 

１ いろいろな関数の導関数 

２ 第ｎ次導関数 

３ 曲線の方程式と導関数 

a:自然対数 e の定義と,対数

関数の導関数を理解し,対数

関数を含む種々の関数の導

関数を計算できる。 

b:対数微分法を利用して,複

雑な関数を微分について考

察することできる。 

c:高次導関数の計算をする

だけではなく,第ｎ次導関数

の式の形を予想しようとす

る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第
４
章 

微
分
法
の
応
用 

第１節 導関数の応用 

１ 接線の方程式 

２ 平均値の定理 

３ 関数の値の変化 

４ 関数のグラフ 

 

 

 

 

a:微分係数の意味を理解し

ており,接線の方程式を求め

ることができる。また,関数

の極値を求めることができ

る。 

b:関数の極大値・極小値や最

大値・最小値を調べる際に,

増減表をかいて考察してい

る。 

c:関数のグラフの様々な形

に興味をもち,様々な方法で

それを調べようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第２節 いろいろな応用 

１ 方程式,不等式への応用 

２ 速度と加速度 

３ 近似式 

a:導関数を利用して,種々の

関数の近似式を作り,近似値

を求めることができる。 

b:導関数の意味から,点の位

置を表す関数の導関数が速

度,第 2 次導関数が加速度を

表すことを理解できる。 

c:方程式や不等式を関数的

視点でとらえ,解決しようと

する。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

第
５
章 

積
分
法
と
そ
の
応
用 

第１節 不定積分 

１ 不定積分とその基本性質 

２ 置換積分法と部分積分法 

３ いろいろな関数の不定積

分 

 

 

 

 

 

 

a:様々な工夫によって被積

分関数を変形することで,不

定積分を求めることができ

る。 

b:微分法の逆演算として,不

定積分を計算することがで

きる。 

c:簡単に不定積分の計算が

できないとき,被積分関数の

特徴から置換積分や部分積

分を利用しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第２節 定積分 

１ 定積分とその基本性質 

２ 置換積分法と部分積分法 

３ 定積分のいろいろな問題 

a:定積分の置換積分法,部分

積分法を理解し,それを利用

して複雑な関数の定積分を

計算できる。 

b:曲線で囲まれた部分の面

積を微少な長方形で近似す

る考え方で,定積分と和の極

限との関係を考察すること

ができる。 

c:複雑な定積分を様々な式

変形を利用して計算する方

法に興味をもち,取り組もう

とする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第３節 積分法の応用 

１ 面積 

２ 体積 

３ 道のり 

４ 曲線の長さ 

 

a:直線や曲線で囲まれた部

分の面積や,立体や回転体の

体積を,定積分で表して求め

ることができる。 

b:x 軸や y 軸を軸とする回転

体の断面は円となることを

理解し,回転体の体積につい

て考察することができる。 

c:体積 V(x)が断面積 S(x)の

１つの不定積分であること

に興味・関心をもち,考察し

ようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和６年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学 A 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 新編 数学 A （数研出版） 

副教材等 ３TRIAL 数学 A （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では，課題に対して，自ら考え，周りの人と共同で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返っ

てよりよい解決を考える」といった一連の過程で，自分の考えを発表したり，議論したりする活動

を行います。 

・問題集用のノートを用意してください。問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答え

を求めるだけでなく，途中式や考え方も書くようにしましょう。また，各自答え合わせをしてくだ

さい。答え合わせは，自分がどこでつまずいたかを知るための大切なものです。家庭学習における

課題は，定期的に提出してもらいます。 

 

 

２ 学習の到達目標 

図形の性質，場合の数と確率について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学と人間

の活動の関係について認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるよう

にするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

図形の性質，場合の数と確率

についての基本的な概念や原

理・法則を体系的に理解する

とともに，数学と人間の活動

の関係について認識を深め，

事象を数学化したり，数学的

に解釈したり，数学的に表

現・処理したりする技能を身

に付けるようにする。 

図形の構成要素間の関係など

に着目し，図形の性質を見いだ

し，論理的に考察する力，不確

実な事象に着目し，確率の性質

などに基づいて事象の起こり

やすさを判断する力，数学と人

間の活動との関わりに着目し，

事象に数学の構造を見いだし，

数理的に考察する力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度，粘り強く

考え数学的論拠に基づいて判

断しようとする態度，問題解決

の過程を振り返って考察を深

めたり，評価・改善したりしよ

うとする態度や創造性の基礎

を養う。 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

場
合
の
数
と
確
率 

 

場
合
の
数
と
確
率 

第１節 場合の数 

１ 集合の要素の個数 

２ 場合の数 

３ 順列 

４ 組み合わせ 

a: 和集合や補集合の要素の個数

を求めることができる。順列や組

み合わせの公式を理解し，利用す

ることができる。 

b: ベン図を利用して集合を図示

することで，集合の要素の個数を

考察することができる。 

c: 集合を考えることで，日常的

な事柄などを，集合の要素の個数

として数学的に数えようとする。

また ,順列と組合せの違いに興

味・関心をもつ。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

 

 

 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第２節 確率 

１ 事象と確率 

２ 確率の基本性質 

３ 独立な試行と確率 

４ 条件付き確率 

５ 期待値 

a: 確率の意味，試行や事象,積事

象，和事象の定義を理解してい

る。 

b: 集合の性質を用いて，確率の

性質を一般的に考察することが

できる。 

c: 統計的確率と数学的確率の違

いに興味・関心をもつ。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

２
学
期 

第
２
章 
図
形
の
性
質 

第１節 平面図形 

１ 三角形の辺の比 

２ 三角形の外心・内心・

重心 

３ チェバの定理・メネラウ

スの定理 

４ 円に内接する四角形 

５ 円と直線 

６ ２つの円 

７ 作図 

a: 線分の内分・外分，平行線と

比や三角形の外心，内心，重心な

どの定義，性質を理解している。 

b: 図形の性質を証明するのに，

既習事項を用いて論理的に考察

することができる。また，適切な

補助線を引いて考察することが

できる。 

c: 三角形の辺と角の大小関係と

いう明らかに見える性質を，論理

的に考察しようとする。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第２節 空間図形 

１ 直線と平面 

２ 空間図形と多面体 

a: 正多面体の特徴を理解し，そ

れに基づいて面，頂点，辺の数を

求めることができる。 

b:空間における直線や平面が平

行または垂直となるかどうかを，

与えられた条件から考察するこ

とができる。 

c: 空間における図形の位置関係

について，積極的に考えてみよう

とする。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

第
３
章 

数
学
と
人
間
の
活
動 

１ 約数と倍数 

２ 素数と素因数分解 

３ 最大公約数・最小公倍

数 

４ 整数の割り算 

５ ユークリッドの互除法 

６ １次不定方程式 

７ 記数法 

 

a:素因数分解を利用して最大公

約数・最小公倍数を求める方法を

理解している。 

b: 問題解決の過程を振り返っ

て，割り算の余りの性質について

考察を深めることができる。 

c: 日常生活における具体的な事

象の考察に，約数と倍数の考えを

活用しようとする。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和６年度 数学科 

 

教科 数学 科目 
数学 B 単位

数 
2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 新編 数学 B （数研出版） 

副教材等 3TRIAL 数学 B （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動（ＡＬ）を行います。自分

の考えを発表したり、議論したりする活動を行います。 

・問題集用のノートを用意してください。 

問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答えを求めるだけでなく、途中式や考え方も

書くようにしましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこでつ

まずいたかを知るための大切なものです。答え合わせが終われば、間違えたところは必ず解き直

しをしましょう。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みまし

ょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

数列、統計的な推測について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、数学と社会生

活の関わりについて認識を深め、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できる

ようにするとともに、それらを活用する態度を育てる。 

 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数列、統計的な推測につい

ての基本的な概念や原理・

法則を体系的に理解すると

ともに、数学と社会生活の

関わりについて認識を深

め、事象を数学化したり、数

学的に解釈したり、数学的

に表現・処理したりする技

能を身に付けるようにす

る。 

離散的な変化の規則性に着

目し、事象を数学的に表現し

考察する力、確率分布や標本

分布の性質に着目し、母集団

の傾向を推測し判断したり、

標本調査の方法や結果を批

判的に考察したりする力、日

常の事象や社会の事象を数

学化し、問題を解決 

したり、解決の過程や結果を

振り返って考察したりする

力を養う。 

数学のよさを認識し数学を

活用しようとする態度、粘り

強く柔軟に考え数学的論拠

に基づいて判断しようとす

る態度、問題解決の過程を振

り返って考察を深めたり、評

価・改善したりしようとする

態度や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

 

第
１
章 

数
列 

 

第 1 節 等差数列と等比

数列 

１． 数列と一般項 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 等差数列 

 

 

 

 

 

 

３． 等差数列の和 

 

 

 

 

 

 

 

４． 等比数列 

 

 

 

 

 

 

５． 等比数列の和 

 

 

 

 

a: 数列の定義、表記について理

解している。 

b: 数の並び方からその規則性を

推定して、数列の一般項を考察で

きる。 

c: 数の並び方に興味をもち、そ

の規則性を発見しようとする意

欲がある。 

 

a: 等差数列の公差、一般項などを

理解している。 

b: 等差数列の項を書き並べて、隣

接する項の関係が考察できる。 

c: 等差中項の性質に興味をもち、

問題解決に取り組もうとする。 

 

a: 等差数列の和の公式を適切に

利用して、数列の和が求められる。 

b: 等差数列の和を工夫して求める

方法について考察できる。 

c: 等差数列の和を工夫して求める

方法に興味をもち、等差数列の和

の公式を導こうとする意欲がある。 

 

a: 等比数列の公比、一般項などを

理解している。 

b: 等比数列の項を書き並べて、隣

接する項の関係が考察できる。 

c: 等比中項の性質に興味をもち、

問題解決に利用しようとする。 

 

a: 等比数列の和の公式を、適切に

利用して数列の和が求められる。 

b: 等比数列の和を工夫して求める

方法について考察できる。 

c: 等比数列の和を工夫して求める

方法に興味をもち、等比数列の和

の公式を導こうとする意欲がある。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

第２節 いろいろな数列 

６． 和の記号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 階差数列 

 

 

 

 

 

 

 

８． いろいろな数列の和 

 

 

a: 記号Σの意味と性質を理解

し、数列の和が求められる。 

b: 数列の和を記号Σで表して、

和の計算を簡単に行うことがで

きる。 

c: 自然数の 2 乗の和を工夫して

求める方法に興味をもち、自然数

の 2 乗の和の公式を導こうとす

る意欲がある。 

 

a: 階差数列を利用して、もとの

数列の一般項が求められる。 

b: 数列の規則性の発見に階差数

列が利用できる。 

c: 数列の規則性を、隣り合う 2

項の差を用いて発見しようとす

る。 

 

a: 和の求め方の工夫をして、数

列の和が求められる。 

b: 群数列を理解し、ある特定の

群に属する数の和が求められる。 

c: 群数列に興味をもち、考察し

ようとする。 

定期考査 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

２
学
期 

第
１
章 

数
列 

第３節 漸化式と数学的帰納

法 

９． 漸化式 

 

 

 

 

 

 

１０． 数学的帰納法 

a: 漸化式の意味を理解し、具体

的に項が求められる。 

b: 初項と漸化式を用いて数列を

定義できることを理解している。 

c: おき換えや工夫を要する複雑

な漸化式について、考察しようと

する。 

 

a: 数学的帰納法を用いて等式、

不等式、自然数に関する命題を証

明できる。 

b: 自然数 n に関する命題の証明

には、数学的帰納法が有効なこと

を理解している。 

c: 数学的帰納法を利用して、い

ろいろな事柄を積極的に証明し

ようとする。 

定期考査 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
２
章 

統
計
的
な
推
測 

第１節 確率分布 

１． 確率変数と確率分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 確率変数の期待値と分

散 

 

 

 

 

 

 

 

３． 確率変数の和と積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 二項分布 

 

 

 

 

 

 

 

５． 正規分布 

a: 確率変数や確率分布につい

て、用語の意味を理解している。 

b: 試行の結果を確率分布で表す

ことの意味がとらえられている。 

c: 確率的な試行の結果を表すの

に確率分布を用いることのよさ

に気づき、確率分布について積極

的に考察しようとする。 

 

a: 確率変数の期待値、分散、標準

偏差を求めることができる。 

b: 確率変数の期待値、分散、標準

偏差などを用いて確率分布の特

徴を考察することができる。 

c: 確率変数の期待値、分散に関

する種々の公式を、その定義や既

知の公式を用いて導こうとする。 

 

a: 確率変数の和の期待値を、公

式を利用して求めることができ

る。 

b: 確率変数の積の期待値や和の

分散と確率変数の性質との相互

関係がとらえられている。 

c: 2 つの確率変数の和や積の期

待値、分散に関する種々の公式

を、確率変数が独立であるかどう

かに注意しながら導こうとする。 

 

a: 反復試行の結果を、二項分布

を用いて表すことができる。 

b: 具体的な事象を二項分布とし

て捉え、考察することができる。 

c: 二項分布に興味・関心をもち、

さいころを投げるなどの具体的

事項について考察しようとする。 

 

a: 確率密度関数や分布曲線の定

義を理解し、連続型確率変数につ

いて、確率を求めることができ

る。 

b: 正規分布の特徴を理解し、

様々な視点からとらえることが

できる。 

c: 連続型確率変数について、離

定期考査 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

散型確率変数との違いに注目し

て捉えようとする。 

３
学
期 

 

第２節 統計的な推測 

６． 母集団と標本 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 標本平均の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． 推定 

 

 

 

 

 

 

 

 

９． 仮説検定 

 

a: 復元抽出と非復元抽出につい

て理解している。 

b: 母集団分布と大きさ 1 の無作

為標本の確率分布が一致するこ

とについて考察できる。 

c: 現実に行われている様々な調

査が全数調査か標本調査か、また

その方法を採用しているのはな

ぜかに興味をもち、それぞれの調

査の特徴を調べたり考えたりし

ようとする。 

 

a: 標本平均が確率変数であるこ

とを理解している。 

b: 母平均と母標準偏差の考え方

や標本平均の期待値と標準偏差

の考え方がわかる。 

c: 大数の法則に興味をもち、標

本の大きさ n が大きくなるとき

の分布曲線の変化を、コンピュー

タなどを用いて積極的に調べよ

うとする。 

 

a: 推定に関わる用語・記号を適

切に活用することができる。 

b: 推定や信頼区間の考え方がわ

かる。 

c: 母平均や母比率の推定に関心

を示し、信頼区間の幅と標本の大

きさや信頼度との関係を考察し

ようとする。 

 

a: 仮説検定に関わる用語を適切

に活用することができる 

b: 仮説検定の考え方がわかる。 

c: 仮説検定によって様々な判断

ができることに興味をもち、現実

の問題の解決に役立てようとす

る。 

定期考査 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         



 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和６年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学 C 単位数 １単位 年次 ２年次 

使用教科書 新編 数学 C （数研出版） 

副教材等 ３TRIAL 数学 C （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動（ＡＬ）を行います。自分の

考えを発表したり、議論したりする活動を行います。 

・問題集用のノートを用意してください。 

問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答えを求めるだけでなく、途中式や考え方も書

くようにしましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこでつまず

いたかを知るための大切なものです。答え合わせが終われば、間違えたところは必ず解き直しをし

ましょう。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みましょ

う。 

 

 

２ 学習の到達目標 

ベクトルについて理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学的な表現の工夫につい

て認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにするとともに，

それらを活用する態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

ベクトルについての基本的

な概念や原理・法則を体系

的に理解するとともに，数

学的な表現の工夫について

認識を深め，事象を数学化

したり，数学的に解釈した

り，数学的に表現・処理し

たりする技能を身に付ける

ようにする。 

大きさと向きをもった量に着

目し，演算法則やその図形的

な意味を考察する力，図形や

図形の構造に着目し，それら

の性質を統合的・発展的に考

察する力，数学的な表現を用

いて事象を簡潔・明瞭・的確

に表現する力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度，粘り強

く柔軟に考え数学的論拠に基

づいて判断しようとする態

度，問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり，評価・

改善したりしようとする態度

や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル 

第 1 節 ベクトルとその演

算 

１． ベクトル 

２． ベクトルの演算 

 

 

a: ベクトルの定義や表し方を理

解し、和や差などの計算ができ

る。 

b: ベクトルの和，差，実数倍の

定義をもとに，それらを組み合わ

せたベクトルの図示ができる。 

c: 日常の量で，向きと大きさを

もつものがあることに興味をも

ち，それをベクトルで表現しよう

とする。 

 

 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

３． ベクトルの成分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． ベクトルの内積 

a: ベクトルの成分表示の仕組み

を理解し，具体的なベクトルを成

分表示できる。また，そのベクト

ルの大きさを求めることができ

る。 

b: ベクトルの平行条件を成分表

示にも適用し，成分を定めること

ができる。 

c: 成分表示されたベクトルの演

算法則を，ベクトルの演算法則か

ら導き出そうとする。 

 

 

a: ベクトルの内積の定義を理解

し，内積を求めることができる。 

b: 内積の性質を用いて，等式を

証明したり，ベクトルの大きさや

なす角を求めたりすることがで

きる。 

c: 内積の性質を，既習の知識を

用いて証明しようとする。 

 

 

 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
１
章 

平
面
上
の
ベ
ク
ト
ル 

第２節 ベクトルと平面図形 

５． 位置ベクトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． ベクトルの図形への応用 

 

 

 

 

 

 

 

 

７． 図形のベクトルによる表

示 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 点の位置を，基準となる点と

1つのベクトルを用いて表すこと

ができることを理解している。 

b: 内分点，外分点の位置ベクト

ルを求めることができる。また、

三角形の重心の位置ベクトルを

表す公式を理解している。 

c: 位置ベクトルを活用して，図

形の性質を考察しようとする。 

 

a: 線分の内分点・外分点を位置

ベクトルで表す公式を，実際の図

形に適用できる。 

b: 位置ベクトルの一意性を活用

して，線分の交点の位置ベクトル

を求めることができる。 

c: 様々な図形の考察にベクトル

を活用しようとする。 

 

a: 直線のベクトル方程式につい

て，媒介変数を用いて表すことが

できる。 

b: 点が線分 AB 上に存在する条

件を活用して，点 Pの存在範囲を

求めることができる。 

c: 直線のベクトル方程式を積極

的に活用しようとする。 

 

 

 

 

 

 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

第
２
章 

空
間
の
ベ
ク
ト
ル 

１． 空間の点 

 

 

 

 

 

 

 

２． 空間のベクトル 

 

 

 

a: 空間における点の表し方を理

解している。 

b: 空間の点と原点との距離が求

められるようになる。 

c: 座標空間における点の表し方

を，座標平面における点の表し方

の拡張として捉えようとする。 

 

a: 空間図形において，ベクトル

の和や差を考えることができる。 

b: 空間のベクトルが 3 つのベク

トルの線形和で 1 通りに表され

る理由を説明できる。 

c: 平面上のベクトルの性質など

が空間でも成り立つことから，ベ

クトルの定義が次元によらない

ことに興味をもつ。 

 

   



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

第
２
章 

空
間
の
ベ
ク
ト
ル 

３． ベクトルの成分 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ベクトルの内積 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ベクトルの図形への応用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．座標空間における図形 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a:空間ベクトルについて、成分表

示をすることができる。 

b: ，成分表示されたベクトルの

大きさや演算ができる。 

c: 空間のベクトルの成分表示に

ついて，平面上のベクトルの成分

表示の拡張として捉えようとす

る。 

 

a: 空間のベクトルの内積や，成

分表示された 2 つのベクトルの

なす角を求めることができる。 

b: 座標空間の 3 点で定まる角の

大きさを，ベクトルを活用して求

めることができる。 

c: 平面上のベクトルの内積の性

質が空間でも成り立つことから，

内積の定義が次元によらないこ

とに興味をもつ。 

 

a:位置ベクトルの定義や内分点

などの位置ベクトルが平面上の

ベクトルの場合と同じであるこ

とを理解している。 

b: 空間における図形を，1 つの

頂点に関する位置ベクトルで考

察できる。 

c: 四面体の重心に興味をもち，

その性質を位置ベクトルで考察

しようとする。 

 

a: 座標空間における 2 点間の距

離や線分の内分点，外分点の座

標，三角形の重心の座標が求めら

れる。 

b: 球面と平面が交わってできる

図形を考察できる。 

c: 球面の方程式に興味をもち，

一般的な考察をしようとする。 

 

 

定期考査 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和 6年度 数学科 

 

教科 数学 科目 数学 C 単位数 １単位 年次 ３年次 

使用教科書 新編 数学 C （数研出版） 

副教材等 ３TRIAL 数学 C （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では、課題に対して、自ら考え、周りの人と協働で考える活動（ＡＬ）を行います。自分の

考えを発表したり、議論したりする活動を行います。 

・問題集用のノートを用意してください。 

問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答えを求めるだけでなく、途中式や考え方も書

くようにしましょう。また、各自答え合わせをしてください。答え合わせは、自分がどこでつまず

いたかを知るための大切なものです。答え合わせが終われば、間違えたところは必ず解き直しをし

ましょう。 

・家庭学習における課題は、定期的に提出してもらいます。最後まであきらめずに取り組みましょ

う。 

 

 

２ 学習の到達目標 

平面上の曲線と複素数平面について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，数学的な

表現の工夫について認識を深め，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるよ

うにするとともに，それらを活用する態度を育てる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

平面上の曲線と複素数平面

についての基本的な概念や

原理・法則を体系的に理解

するとともに，数学的な表

現の工夫について認識を深

め，事象を数学化したり，

数学的に解釈したり，数学

的に表現・処理したりする

技能を身に付けるようにす

る。 

大きさと向きをもった量に着

目し，演算法則やその図形的

な意味を考察する力，図形や

図形の構造に着目し，それら

の性質を統合的・発展的に考

察する力，数学的な表現を用

いて事象を簡潔・明瞭・的確

に表現する力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度，粘り強

く柔軟に考え数学的論拠に基

づいて判断しようとする態

度，問題解決の過程を振り返

って考察を深めたり，評価・

改善したりしようとする態度

や創造性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
３
章 

複
素
数
平
面 

１． 複素数平面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 複素数の極形式 

a: 1 つの複素数が複素数平面上

で 1つの点を表すことを理解し，

点を複素数平面上に表すことが

できる。 

b: 複素数の和，差，実数倍の，

複素数平面における図形的意味

を理解し，説明できる。 

c: 複素数平面の定義から，複素

数の和，差や実数倍が複素数平面

上で何を意味するか自ら考察し

ようとする。 

 

a: 複素数の極形式について理

解し，複素数を極形式で表すこ

とができる。 

b: 共役複素数や－z などを極

形式でどのように表すか，その

定義から考察できる。 

c: 複素数が a＋bi とは別の形

で表せることに興味をもち考察

しようとする。 

 

 

 

 

 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

３． ド・モアブルの定理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 複素数と図形 

 

 

 

 

 

 

a: ド・モアブルの定理を理解し，

複素数の n 乗を求めることがで

きる。 

b: 複素数の n 乗根がちょうど n

個存在することを，極形式を用い

て考察できる。 

c: 複素数の積の図形的な意味か

ら，ド・モアブルの定理を自ら見

出したり証明したりしようとす

る。 

 

a: 線分の内分点や外分点を表す

複素数を求めることができる。 

また、複素数の方程式について，

その意味を考えたり計算したり

することで，表す図形を求めるこ

とができる。 

b: 点 z と連動して動く点 w が描

く図形について，その式の意味も

含めて考察したり説明したりで

きる。 

c: 点 z と連動して動く点 w が描

く図形について，その式の意味も

含めて考察したり説明したりで

きる。 

 

 

 

   



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
４
章 

式
と
曲
線 

第１節 2 次曲線 

１． 放物線 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 楕円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 双曲線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 放物線が，焦点と準線からの

距離が等しい点の軌跡であるこ

とを理解している。 

b: 軌跡の考え方を用いて，放物

線の方程式を導くことができる。 

c: 既知の円や放物線などの曲線

を，条件を満たす点の軌跡として

捉えなおそうとする。 

 

a: 楕円が，2 つの焦点からの距

離の和が一定である点の軌跡で

あることを理解している。 

b: 条件を満たす点の軌跡とし

て，楕円の方程式を求めることが

できる。 

c: 焦点が y 軸上にある楕円の方

程式について，焦点が x軸上にあ

る楕円をもとに考察しようとす

る。 

 

a: 双曲線が，2 つの焦点からの

距離の差が一定である点の軌跡

であることを理解している。 

b: 焦点の座標などから，双曲線

の方程式を求めることができる。 

c: 焦点が y 軸上にある双曲線の

方程式について，焦点が x軸上に

ある双曲線をもとに考察しよう

とする。 

 

 

 

定期考査 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

４．2 次曲線の平行移動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５． 2 次曲線と直線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２節 媒介変数表示と極座

標 

６． 曲線の媒介変数表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: x，y の 2 次式を変形して，2

次曲線の概形を考えることがで

きる。 

b: 曲線 F(x－p，y－q)＝0は曲線 

F(x，y)＝0 を平行移動したもの

であることを理解している。 

c: 複雑な 2 次曲線の方程式を変

形することにより，焦点や準線な

どを導こうとする。 

 

a: 2次曲線の接線や接点を2次方

程式の実数解を利用して求める

ことができる。 

b: 2 次曲線と直線の共有点を連

立方程式の解と捉え，共有点の個

数について考察できる。 

c: 2 次曲線と直線の接点を連立

方程式の重解と捉え，接線の方程

式を導こうとする。 

 

 

 

a: 曲線が媒介変数を用いて表さ

れる仕組みを理解している。 

b: 条件から点の座標を 1 つの文

字で表し，それを曲線の媒介変数

表示と捉えることで，その点が描

く曲線を求めることができる。 

c: 双曲線の媒介変数表示につい

て，具体的に確かめようとする。 

 

 

 

 

 

 

   



 

※令和４年度以降入学生用 

３
学
期 

第
４
章 

式
と
曲
線 

７． 極座標と極方程式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８． コンピュータの利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a: 極座標による表示について理

解し，点の極座標を求めたり，極

座標が与えられた点の位置を求

めたりできる。 

b: 直交座標と極座標の関係性を

理解したうえで，点の座標や方程

式を相互に変換することができ

る。 

c: ○直交座標と極座標の関係に

興味・関心をもち，積極的に相互

の関係を考察しようとする。 

 

a: 媒介変数表示された曲線や極

方程式で表される曲線を，コンピ

ュータを用いて描けることを理

解している。 

b: ○媒介変数表示された曲線や

極方程式で表される曲線を，コン

ピュータを用いて描くことがで

きる。 

c: 媒介変数表示や極方程式で表

された曲線をコンピュータで描

き，考察することに興味・関心を

もつ。 

 

 

 

 

定期考査 

確認テス

ト 

定 期 考

査 

確認テス

ト 

 

 

 

 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和６年度 数学科 
 

教科 数学 科目 (学)数学Ⅰ・Ａ演習 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書  

副教材等 アクセスノート 数学Ⅰ＋Ａ 新課程版 （実教出版） 
 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・１年次の数学Ⅰと数学Ａの復習を通して３年次の受験対策につなげるための演習科目です。 

・２科目分を行うので基礎的内容を中心に授業を行います。１年次に培った力をいかしましょう。 

・問題集用のノートを用意してください。問題集の問題をまず自分で解いてみましょう。ただ答えを求めるだけ

でなく，途中式や考え方も書くようにしましょう。また，各自答え合わせをしてください。答え合わせは，自分

がどこでつまずいたかを知るための大切なものです。家庭学習における課題は，定期的に提出してもらいます。 

・１年次に使用した教科書や問題集、ノートも参考にしてください。 
 
 

２ 学習の到達目標 

数と式，図形と計量，2 次関数及びデータの分析，図形の性質，場合の数と確率について理解させ，基礎的な知識

の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさを認識できるようにし，数学と人

間の活動の関係について認識を深めるとともに，それらを活用する態度を育てる。 
 
 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観点 a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数と式，図形と計量，二次関 

数，データの分析及び図形の性

質，場合の数と確率におけ 

る基本的な概念や原理・法則 

を体系的に理解するとともに 

，事象を数学化したり，数学と

人間の活動の関係について認識

を深め，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したりする

技能を身に付けるようにする。 

 

命題の条件や結論に着目し，数や

式を多面的に見たり目的に応じて

適切に変形したりする力や図形の

構成要素間の関係に着目し，図形

の性質や計量について論理的に考

察し表現する力，関数関係に着目

し，事象を的確に表現してその特

徴を表，式，グラフを相互に関連

付けて考察する力，社会の事象な

どから設定した問題について，デ

ータの散らばりや変量間の関係な

どに着目し，適切な手法を選択し

て分析を行い，問題を解決したり

解決の過程や結果を批判的に考察

し判断したりする力を養う。ま

た，図形の構成要素間の関係など

に着目し，図形の性質を見いだ

し，論理的に考察する力，不確実

な事象に着目し，確率の性質など

に基づいて事象の起こりやすさを

判断する力，数学と人間の活動と

の関わりに着目し，事象に数学の

構造を見いだし，数理的に考察す

る力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活用し

ようとする態度や粘り強く考え数

学的根拠に基づいて判断しようと

する態度，問題解決の過程を振り

返って考察を深めたり，評価・改

善したりしようとする態度や創造

性の基礎を養う。 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 
評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

数
学Ⅰ

 

１
章 

数
と
式 

 

 

数
と
式 

･整式とその加法･減法 

･整式の乗法 

･乗法公式 

･展開の工夫 

･因数分解(1)～(4) 

･３次式の展開と因数分解 

･実数，平方根 

･根号を含む式の計算 

･分母の有理化 

･式の値，二重根号 

･不等式の性質，１次不等式 

･連立不等式，不等式の応用 

a: 乗法公式，因数分解の公式で複雑な

式が簡単に帰着できることを理解する

とともに，式を目的に応じて変形する

ことができる。簡単な絶対値，平方根

の計算や循環小数で表すことができ

る。一次不等式の解を求めることがで

きる。 

b: 学習した計算方法と関連付けて，式

を多面的に考察することができる。実

数の大小関係と数直線を関連付けて考

察することができる。不等式の理解を

深め，式を多面的に捉えて問題を考察

することができる。 

c: 式の変形，整理などの工夫におい

て，よりよい方法を考察しようとす

る。対称式の求め方に興味を示し，自

ら考察しようとする。日常の事象や社

会の事象などを数学的に捉え，一次不

等式を問題解決に活用しようとしてい

る。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

数
学Ⅰ

 

２
章 

２
次
関
数 

･関数，関数のグラフと定義域･値

域 

･y=a(x-p)2，y=ax2+q，y=a(x-p)2の

グラフ 

･y=a(x-p)2+q のグラフ 

･y=ax2+bx+c のグラフ 

･２次関数の最大･最小(1)(2) 

･２次関数の決定(1)(2) 

･２次関数のグラフと 

２次方程式 

･２次関数のグラフと x軸の 

共有点 

･２次関数のグラフと２次不 

等式(1)(2) 

･連立不等式 

 

a: 二次関数の値の変化やグラフの特徴

について理解しており，平行移動を利

用して二次関数のグラフを描くことが

できる。二次関数のグラフと関数の値

の変化における基本的な概念を理解

し，最大値や最小値を求めることがで

きる。二次関数のグラフと関数の値の

変化における基本的な概念を理解し二

次方程式・二次不等式の解を求めるこ

とができる。 

b: 二次関数の式とグラフについて，コ

ンピュータなどの情報機器を用いて描

くなどして，多面的に考察することが

できる。二次関数の決定において，条

件を処理するのに適した式の形を判断

することができる。日常や社会の事象

などを数学的に捉え，問題を解決した

り考察することができる。 

c: 二次関数とそのグラフの性質や特徴

について関心をもち，それらを二次関

数の考察に活用しようとしている。日

常生活における具体的な事象の考察

に，二次関数の最大・最小の考えを活

用しようとする。二次関数とそのグラ

フを用いることの有用性を認識し，値

の変化や二次方程式・二次不等式の考

察に活用しようとしている。  

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

２
学
期 

数
学Ⅰ

 

３
章 

図
形
と
計
量 

･三角比 

･三角比の利用 

･三角比の性質 

･三角比の拡張 

･三角比の符号，180°-θの三角比 

･三角比と角の大きさ 

･拡張した三角比の相互関係 

･正弦定理 

･余弦定理 

･三角形の面積(1)(2) 

･空間図形への応用 

a: 鋭角や鈍角の三角比の意味と相互関

係を理解している。正弦定理，余弦定

理を理解し，それを用いて平面図形や

空間図形の計量をすることができる。 

b: 図形の構成要素間の関係を三角比を

用いて表現するとともに，その性質や

相互関係を考察することができる。図

形の構成要素間の関係に着目し，日常

の事象や社会の事象を数学的に捉え，

問題を解決したり，考察することがで

きる。 

c: 三角比を用いて直接測ることのでき

ない長さや角度が求められることに関

心をもち，事象の考察に活用しようと

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度  

している。正弦定理や余弦定理の有用

性を認識し，平面図形や空間図形の計

量に活用しようとしている。 

２
学
期 

数
学
Ａ 

１
章 

場
合
の
数
と
確
率 

･集合 

･集合の要素の個数 

･場合の数(1)(2)樹形図，和の法

則，積の法則 

･順列(1)～(3)順列の応用，円順

列･重複順列 

･組合せ(1)(2) 

･事象と確率(1)(2) 

･確率の基本性質(1)(2) 

･独立な試行の確率 

･反復条件の試行 

･条件付き確率と乗法定理 

a: 和集合や補集合の要素の個数を求め

ることができる。順列や組み合わせの公

式を理解し，利用することができる。確

率の意味，試行や事象,積事象，和事象の

定義を理解している。 

b: ベン図を利用して集合を図示するこ

とで，集合の要素の個数を考察すること

ができる。集合の性質を用いて，確率の

性質を一般的に考察することができる。 

c: 集合を考えることで，日常的な事柄

などを，集合の要素の個数として数学

的に数えようとする。また,順列と組合

せの違いに興味・関心をもつ。統計的

確率と数学的確率の違いに興味・関心

をもつ。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

３
学
期 

数
学Ⅰ

 

４
章 

集
合
と
論
証 

･集合 

･命題と条件 

･逆･裏･対偶 

a: 集合と命題に関する基本的な概念，

原理・法則などを理解し，知識を身に

付けている。 

b: ベン図などを用いて集合の考えを論

理的に考察し，簡単な命題の証明につ

いて考察することができる。 

c:事象を集合と論証の考えを用いて考

察するよさを認識し，問題解決にそれ

らを利用しようとしたり，粘り強く考

え数学的論拠に基づき判断しようとし

たりしている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

数
学Ⅰ

 

５
章 

デ
ー
タ
の
分
析 

･データの整理，代表値 

･四分位数と四分位範囲 

･分散と標準偏差 

･散布図と相関関係，相関係数 

a: データの分析における基本的な概

念，原理・法則などを理解し，分散及

び標準偏差の知識を身に付けている。 

b: 散布図や相関係数などを用いてデー

タの傾向を捉え，それらを的確に表現

することができる 

c: 分散及び標準偏差などを用いてデー

タの傾向を把握し，事象の考察に活用

しようとしている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

数
学
Ａ 

２
章 

整
数
の
性
質 

･約数と倍数 

･素因数分解と最大公約数･最小公

倍数 

･最大公約数と最小公倍数の応用 

･整式の割り算と商および余り 

･ユークリッドの互除法 

･不定方程式の整数解 

･２進法，循環小数 

a:素因数分解を利用して最大公約数・最

小公倍数を求める方法を理解している。 

b: 問題解決の過程を振り返って，割り

算の余りの性質について考察を深める

ことができる。 

c: 日常生活における具体的な事象の考

察に，約数と倍数の考えを活用しよう

とする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

数
学
Ａ 

３
章 

図
形
の
性
質 

･三角形と線分の比 

･三角形の五心 

･メネラウスの定理，チェバの定理 

･円に内接する四角形，円の接線と

弦のつくる角 

･方べきの定理，２つの円 

･空間における直線と平面 

･多面体 

a: 線分の内分・外分，平行線と比や三

角形の外心，内心，重心などの定義，性

質を理解している。正多面体の特徴を理

解し，それに基づいて面，頂点，辺の数

を求めることができる。 

b: 図形の性質を証明するのに，既習事

項を用いて論理的に考察することがで

きる。また，適切な補助線を引いて考察

することができる。空間における直線や

平面が平行または垂直となるかどうか

を，与えられた条件から考察することが

できる。 

c: 三角形の辺と角の大小関係という明

らかに見える性質を，論理的に考察し

ようとする。空間における図形の位置

関係について，積極的に考えてみよう

とする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和６年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 数学基礎演習 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 改訂版 Study-Up ノート 数学Ⅰ＋A  （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では，課題に対して，自ら考え，周りの人と共同で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返

ってよりよい解決を考える」といった一連の過程を学習し、自らの考えを発表したり，議論した

りする活動を行います。 

・問題集の問題は、ただ答えを求めるだけでなく，途中式や考え方も書くようにしましょう。ま

た，各自答え合わせした後が大事になります。答え合わせは，自分がどこでつまずいたかを知る

ための大切なものです。家庭学習における課題は，定期的に提出してください。 

 

２ 学習の到達目標 

数と式，図形と計量，2 次関数及びデータの分析，図形の性質，場合の数と確率について理解さ

せ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察する能力を培い，数学のよさ

を認識できるようにし，数学と人間の活動の関係について認識を深めるとともに，それらを活用

する態度を育てる。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

数と式，図形と計量，二次

関数及びデータの分析, 図

形の性質，場合の数と確率

における基本的な概念や原

理・法則を体系的に理解す

るとともに，数学と人間の

活動の関係について認識を

深め，事象を数学化した

り，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したり

する技能を身に付けるよう

にする。 

命題の条件や結論に着目し，数

や式を多面的に見たり目的に

応じて適切に変形したりする

力や図形の構成要素間の関係

に着目し，図形の性質や計量に

ついて論理的に考察し表現す

る力，関数関係に着目し，事象

を的確に表現してその特徴を

表，式，グラフを相互に関連付

けて考察する力，社会の事象な

どから設定した問題について，

データの散らばりや変量間の

関係などに着目し，適切な手法

を選択して分析を行い，問題を

解決したり解決の過程や結果

を批判的に考察し判断したり

する力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度や粘り強

く考え数学的根拠に基づいて

判断しようとする態度，問題解

決の過程を振り返って考察を

深めたり，評価・改善したりし

ようとする態度や創造性の基

礎を養う。 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

数
学Ⅰ

 

第
１
章 

数
と
式 

１ 整式の加法と減法 

２ 整式の乗法 

３ 因数分解 

４ 実数 

５ 根号を含む式の計算 

６ 不等式の性質 

７ １次不等式 

８ 絶対値を含む方程式・不等式 

a: 乗法公式，因数分解の公式

で複雑な式が簡単に帰着できる

ことを理解するとともに，式を目的

に応じて変形することができる。

簡単な絶対値，平方根の計算や

分数を循環小数で表すことがで

きる。一次不等式の解を求めるこ

とができる。 

b:実数の大小関係と数直線を関

連付けて考察することができる。

不等式の理解を深め，式を多面

的に捉えて問題を考察すること

ができる。 

c:対称式の求め方に興味を示

し，自ら考察しようとする。日常の

事象や社会の事象などを数学的

に捉え，一次不等式を問題解決

に活用しようとしている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

数
学Ⅰ

 

第
２
章 
集
合
と
命
題 

９ 集合 

１０ 命題と条件 

１１ 命題とその逆・裏・対偶 

１２ 命題と証明 

a: 集合と命題に関する基本的な

概念，原理・法則などを理解し，

知識を身に付けている。 

b: ベン図などを用いて集合の考

えを論理的に考察し，簡単な命

題の証明について考察すること

ができる。 

c:事象を集合と論証の考えを用

いて考察するよさを認識し，問題

解決にそれらを利用しようとした

り，粘り強く考え数学的論拠に基

づき判断しようとしたりしている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

数
学Ⅰ

 

第
３
章 

２
次
関
数 

１３ 関数とグラフ 

１４ ２次関数のグラフ 

１５ ２次関数の最大・最小 

１６ ２次関数の決定 

１７ ２次方程式 

１８ ２次関数のグラフと x 軸の位

置関係 

１９ ２次不等式 

a: 二次関数の値の変化やグラフ

の特徴について理解しており，平

行移動を利用して二次関数のグ

ラフを描くことができる。二次関数

のグラフと関数の値の変化にお

ける基本的な概念を理解し，最

大値や最小値を求めることができ

る。二次関数のグラフと関数の値

の変化における基本的な概念を

理解し二次方程式・二次不等式

の解を求めることができる。 

b:二次関数の決定において，条

件を処理するのに適した式の形

を判断することができる。日常や

社会の事象などを数学的に捉

え，問題を解決したり考察するこ

とができる。 

c: 二次関数とそのグラフの性質

や特徴について関心をもち，そ

れらを二次関数の考察に活用し

ようとしている。日常生活におけ

る具体的な事象の考察に，二次

関数の最大・最小の考えを活用

しようとする。二次関数とそのグラ

フを用いることの有用性を認識

し，値の変化や二次方程式・二

次不等式の考察に活用しようとし

ている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

数
学Ⅰ

 

第
４
章 

図
形
と
計
量 

２０ 三角比 

２１ 三角比の相互関係 

２２ 三角比の拡張 

２３ 正弦定理 

２４ 余弦定理 

２５ 正弦定理と余弦定理の応用 

２６ 三角形の面積 

２７ 空間図形への応用 

a: 鋭角や鈍角の三角比の意味

と相互関係を理解している。正弦

定理，余弦定理を理解し，それを

用いて平面図形や空間図形の

計量をすることができる。 

b: 図形の構成要素間の関係を

三角比を用いて表現するととも

に，その性質や相互関係を考察

することができる。図形の構成要

素間の関係に着目し，日常の事

象や社会の事象を数学的に捉

え，問題を解決したり，考察する

ことができる。 

c: 三角比を用いて直接測ること

のできない長さや角度が求めら

れることに関心をもち，事象の考

察に活用しようとしている。正弦

定理や余弦定理の有用性を認

識し，平面図形や空間図形の計

量に活用しようとしている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

数
学Ⅰ

 

第
５
章 

デ
ー
タ
の
分
析 

２８ データの整理 

２９ データの代表値 

３０ データの散らばりと四分位数 

３１ 分散と標準偏差 

３２ データの相関 

a: データの分析における基本的

な概念，原理・法則などを理解

し，分散及び標準偏差の知識を

身に付けている。 

b: 散布図や相関係数などを用

いてデータの傾向を捉え，それら

を的確に表現することができる 

c:分散及び標準偏差などを用い

てデータの傾向を把握し，事象

の考察に活用しようとしている。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

数
学A

 

第
１
章 

場
合
の
数
と
確

率 １ 集合の要素の個数 

２ 場合の数 

３ 順列 

４ 組み合わせ 

５ 事象と確率 

６ 確率の基本性質 

７ 独立な試行と確率 

８ 条件付き確率 

a: 確率の意味，試行や事象,積

事象，和事象の定義を理解して

いる。 

b: 集合の性質を用いて，確率の

性質を一般的に考察することが

できる。 

c: 統計的確率と数学的確率の

違いに興味・関心をもつ。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

数
学A

 

第
２
章 

図
形
の
性
質 

９ 三角形の辺の比 

１０ 三角形の外心・内心・重心 

１１ チェバの定理・メネラウスの

定理 

１２ 円に内接する四角形 

１３ 円と直線 

１４ ２つの円 

１５ 作図 

１６ 直線と平面 

１７ 空間図形と多面体 

a: 線分の内分・外分，平行線と

比や三角形の外心，内心，重心

などの定義，性質を理解してい

る。正多面体の特徴を理解し，そ

れに基づいて面，頂点，辺の数

を求めることができる。 

b: 図形の性質を証明するのに，

既習事項を用いて論理的に考察

することができる。また，適切な補

助線を引いて考察することができ

る。空間における直線や平面が

平行または垂直となるかどうか

を，与えられた条件から考察する

ことができる。 

c: 三角形の辺と角の大小関係と

いう明らかに見える性質を，論理

的に考察しようとする。空間にお

ける図形の位置関係について，

積極的に考えてみようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

３
学
期 

数
学A

 

第
３
章 

整
数
の
性
質 

１８ 約数と倍数 

１９ 最大公約数・最小公倍数 

２０ 整数の割り算と商・余り 

２１ ユークリッドの互除法 

２２ １次不定方程式 

２３ 分数と小数 

２４ n 進法 

a:素因数分解を利用して最大公

約数・最小公倍数を求める方法

を理解している。 

b: 問題解決の過程を振り返っ

て，割り算の余りの性質について

考察を深めることができる。 

c: 日常生活における具体的な

事象の考察に，約数と倍数の考

えを活用しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

確認テスト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度  

 



 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 404 

令和６年度 数学科 

 

教科 数学科 科目 理系数学演習 単位数 ４単位 年次 ３年次 

使用教科書  

副教材等 ベーシックスタイル数学ⅠＡⅡＢ （数研出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・授業では，課題に対して，自ら考え，周りの人と共同で考える活動を行います。 

・「課題を理解する→結果を予想する→解決の方向を構想する→解決する→解決の過程を振り返

ってよりよい解決を考える」といった一連の過程を学習し、自らの考えを発表したり，議論した

りする活動を行います。 

・問題集の問題は、ただ答えを求めるだけでなく，途中式や考え方も書くようにしましょう。ま

た，各自答え合わせした後が大事になります。答え合わせは，自分がどこでつまずいたかを知る

ための大切なものです。家庭学習における課題は，定期的に提出してください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成

することを目指す。 

(1) 数と式，図形と計量，2 次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に

理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能

を身に付けるようにする。 (2) 命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適

切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察

し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付

けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量間の関係など

に着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察

し判断したりする力を養う。 (3) 場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理

解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を

身に付けるようにする。 (4)不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさ

を判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構造を見いだし，数理的に考察

する力を養う。 (5) 数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基

づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ

うとする態度や創造性の基礎を養う。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 



 

※令和４年度以降入学生用 

観
点
の
趣
旨 

数と式，図形と計量，二次

関数及びデータの分析, 図

形の性質，場合の数と確率

における基本的な概念や原

理・法則を体系的に理解す

るとともに，数学と人間の

活動の関係について認識を

深め，事象を数学化した

り，数学的に解釈したり，

数学的に表現・処理したり

する技能を身に付けるよう

にする。 

命題の条件や結論に着目し，数

や式を多面的に見たり目的に

応じて適切に変形したりする

力や図形の構成要素間の関係

に着目し，図形の性質や計量に

ついて論理的に考察し表現す

る力，関数関係に着目し，事象

を的確に表現してその特徴を

表，式，グラフを相互に関連付

けて考察する力，社会の事象な

どから設定した問題について，

データの散らばりや変量間の

関係などに着目し，適切な手法

を選択して分析を行い，問題を

解決したり解決の過程や結果

を批判的に考察し判断したり

する力を養う。 

 

図形の構成要素間の関係など

に着目し，図形の性質を見いだ

し，論理的に考察する力，不確

実な事象に着目し，確率の性質

などに基づいて事象の起こり

やすさを判断する力，数学と人

間の活動との関わりに着目し，

事象に数学の構造を見いだし，

数理的に考察する力を養う。 

数学のよさを認識し数学を活

用しようとする態度や粘り強

く考え数学的根拠に基づいて

判断しようとする態度，問題解

決の過程を振り返って考察を

深めたり，評価・改善したりし

ようとする態度や創造性の基

礎を養う。 

 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

第
１
章 

数
と
式 

 

 

数
と
式 

第1章 数と式 

第1節 数と式の計算 

1．計算の基本 

2．単項式と多項式 

3．多項式の加法と減法 

4．多項式の乗法 

5．展開の公式 

a: 乗法公式，因数分解の公

式の意味や複雑な式が簡単に

帰着できることを理解すると

ともに，式を目的に応じて変

形することができる。 

b: 学習した計算方法と関連

付けて，式を多面的に考察す

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

6．因数分解 

7．展開，因数分解の工

夫 

8．根号を含む式の計算 

コラム 

9．実数 

ることができる。 

c: 式の変形，整理などの工

夫において，よりよい方法を

考察しようとする。 

 

第2節 1次不等式 

１ 不等式とその性質 

２ 1次不等式 

３ 絶対値を含む方程式・

不等式 

a: 1次不等式の解を求めるこ

とができる。 

b: 不等式の理解を深め，式

を多面的に捉えて問題を考察

することができる。 

c: 日常の事象や社会の事象

などを数学的に捉え，1次不

等式を問題解決に活用しよう

としている。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

１
学
期 

第
２
章 

二
次
関
数 

第1節 2次関数のグラフ 

1．関数 

2．1次関数のグラフ 

3．2次関数のグラフ(1) 

4．2 次関数のグラフ(2) 

a: 2次関数の値の変化やグラ

フの特徴について理解してお

り，平行移動を利用して二次

関数のグラフを描くことがで

きる。 

b: 2次関数の式とグラフにつ

いて，コンピュータなどの情

報機器を用いて描くなどし

て，多面的に考察することが

できる。 

c: 2次関数とそのグラフの性

質や特徴について関心をも

ち，それらを二次関数の考察

に活用しようとしている。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 

第2節 2次関数の値の変

化 

1．2次関数の最大値，最

小値 

2．グラフと2次方程式 

3．グラフと 2次不等式 

a: 2次関数のグラフと関数の

値の変化における基本的な概

念を理解し，最大値や最小値

を求めることができる。2次

関数のグラフと関数の値の変

化における基本的な概念を理

解し2次方程式・二次不等式

の解を求めることができる。 

b:2次関数の決定において，

条件を処理するのに適した式

の形を判断することができ

る。日常や社会の事象などを

数学的に捉え，問題を解決し

たり考察することができる。 

c: 日常生活における具体的

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

な事象の考察に，2次関数の

最大・最小の考えを活用しよ

うとする。2次関数とそのグ

ラフを用いることの有用性を

認識し，値の変化や2次方程

式・2次不等式の考察に活用

しようとしている。 

 

第
３
章 

図
形
と
計
量 

第１節 三角比 

１ 直角三角形と三角比 

２ 三角比の相互関係 

３ 三角比の拡張 

a: 鋭角や鈍角の三角比の意

味と相互関係を理解してい

る。 

b: 図形の構成要素間の関係

を三角比を用いて表現すると

ともに，その性質や相互関係

を考察することができる。 

c: 三角比を用いて直接測る

ことのできない長さや角度が

求められることに関心をも

ち，事象の考察に活用しよう

としている。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 

第２節 三角形への応用 

１ 正弦定理 

２ 余弦定理 

３ 正弦定理と余弦定理

の応用 

３ 三角形の面積 

４ 空間図形への応用 

 

 

a: 正弦定理，余弦定理を理

解し，それを用いて平面図形

や空間図形の計量をすること

ができる。 

b: 図形の構成要素間の関係

に着目し，日常の事象や社会

の事象を数学的に捉え，問題

を解決したり，考察すること

ができる。 

c: 正弦定理や余弦定理の有

用性を認識し，平面図形や空

間図形の計量に活用しようと

している。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

 

第
４
章 

デ
ー
タ
の
分
析 

１ データの整理 

２ データの代表値 

３ データの散らばりと

四分位数 

４ 分散と標準偏差 

５ ２つの変量と間の関

係 

６ 仮説検定の考え方 

a: データの分析における基

本的な概念，原理・法則など

を理解し，分散及び標準偏差

の知識を身に付けている。 

b: 散布図や相関係数などを

用いてデータの傾向を捉え，

それらを的確に表現すること

ができる 

c: 分散及び標準偏差などを

用いてデータの傾向を把握

し，事象の考察に活用しよう

としている。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

１
学
期 

第
５
章 

場
合
の
数
と
確
率 

 

場
合
の
数
と
確
率 

  

場
合
の
数
と
確
率 

第
２
章 

図
形
の
性
質 

第１節 場合の数 

１ 集合の要素の個数 

２ 場合の数 

３ 順列 

４ 組み合わせ 

a: 和集合や補集合の要素の個数

を求めることができる。順列や組

み合わせの公式を理解し，利用す

ることができる。 

b: ベン図を利用して集合を図示

することで，集合の要素の個数を

考察することができる。 

c: 集合を考えることで，日常的

な事柄などを，集合の要素の個

数として数学的に数えようとす

る。また,順列と組合せの違いに

興味・関心をもつ。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第２節 確率 

１ 事象と確率 

２ 確率の基本性質 

３ 独立な試行と確率 

４ 条件付き確率 

５ 期待値 

a: 確率の意味，試行や事象,積事

象，和事象の定義を理解してい

る。 

b: 集合の性質を用いて，確率の

性質を一般的に考察することが

できる。 

c: 統計的確率と数学的確率の違

いに興味・関心をもつ。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 

第
６
章 

図
形
の
性
質 

１ 三角形と線分の比 

２ 三角形の五心 

３ メネラウスの定理，チェ

バの定理 

４ 円に内接する四角形，

円の接線と弦のつくる角 

５ 方べきの定理，２つの

円 

６ 空間における直線と平

面 

７ 多面体 

a: 線分の内分・外分，平行線と

比や三角形の外心，内心，重心な

どの定義，性質を理解している。

正多面体の特徴を理解し，それに

基づいて面，頂点，辺の数を求め

ることができる。 

b: 図形の性質を証明するのに，

既習事項を用いて論理的に考察

することができる。また，適切な

補助線を引いて考察することが

できる。空間における直線や平面

が平行または垂直となるかどう

かを，与えられた条件から考察す

ることができる。 

c: 三角形の辺と角の大小関係と

いう明らかに見える性質を，論理

的に考察しようとする。空間にお

ける図形の位置関係について，積

極的に考えてみようとする。 

定期考査 

確認テス

ト 

定期考

査 

確認テス

ト 

提出ノート 

振り返りシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
７
章 

整
数
の
性
質 

 

場
合
の
数
と
確
率 

  

場
合
の
数
と
確
率 

第
２
章 

図
形
の
性
質 

１ 約数と倍数 

２ 素因数分解と最大公約

数･最小公倍数 

３ 最大公約数と最小公倍

数の応用 

４ 整式の割り算と商およ

び余り 

５ ユークリッドの互除法 

６ 不定方程式の整数解 

７ ２進法，循環小数 

a:素因数分解を利用して最大公

約数・最小公倍数を求める方法を

理解している。 

b: 問題解決の過程を振り返っ

て，割り算の余りの性質について

考察を深めることができる。 

c: 日常生活における具体的な事

象の考察に，約数と倍数の考え

を活用しようとする。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第
８
章 

式
と
証
明 

第 1 節 式と計算 

1．3 次式の展開と因数分

解 

2．二項定理 

研究 (a+b+c)n の展開式 

3．多項式の割り算 

4．分数式とその計算 

5．恒等式 

a: 様々な公式を利用することが

できる。二項定理を利用して，

展開式やその項の係数を求める

ことができる。分数式の約分，

四則計算ができる。恒等式と方

程式の違いを理解している。 

b: 数学Ⅰで既習の 2次式の展開

公式を利用して，3次式の展開

公式を導くことができる。二項

定理を等式の証明に活用するこ

とができる。多項式の割り算の

結果を等式で表して考えること

ができる。 

c: 因数分解の検算に展開を利用

しようとする態度がある。恒等

式の性質を理解し，具体的な問

題に取り組もうとする。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第 2 節 等式・不等式の証

明 

6．等式の証明 

7．不等式の証明 

a: 恒等式 A = B の証明を，適切

な方法で行うことができる。実数

の大小関係の基本性質に基づい

て，自明な不等式を証明すること

ができる平方の大小関係と絶対

値の性質を利用して，それぞれの

不等式を証明することができる。 

b: 与えられた条件式の利用方法

を考え，等式を証明することがで

きる。不等式の証明に実数の性質

を利用できるように，式変形を考

えることができる。 

c: 比例式を含む等式の証明を通

じて，加比の理に興味をもち，考

察しようとする。不等式の証明を

通じて，三角不等式に興味・関心

をもち，それを利用しようとす

る。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

２
学
期 

第
９
章 

複
素
数
と
方
程
式 

第 1 節 複素数と 2 次方

程式の解 

1．複素数とその計算 

2．2 次方程式の解 

3．解と係数の関係 

 

a: 複素数，複素数の相等の定義

と計算を理解している。2 次方

程式の解の公式を利用して，2

次方程式を解くことができる。

解と係数の関係を使って，対称

式の値や 2 次方程式の係数を求

めることができる。 

b: 複素数の四則計算の結果は複

素数であることを理解してい

る。2次方程式の解の符号に関

する問題を，解と係数の関係を

利用して解くことができる。 

c: 2 次方程式が常に解をもつよ

うに考えられた複素数に興味・

関心を示し，考察しようとす

る。2次方程式の解が虚数にな

る場合もあることに興味を示

し，2次方程式の解を考察しよ

うとする。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

第 2 節 高次方程式 

4．剰余の定理と因数定理 

研究 組立除法 

5．高次方程式 

発展 3 次方程式の解と係

数の関係 

a: 剰余の定理を利用して，多項

式を 1 次式や 2 次式で割ったと

きの余りを求めることができる。

因数分解や因数定理を利用して，

高次方程式を解くことができる。

高次方程式の 2重解，3重解の意

味を理解している。 

b: 多項式を 1 次式で割ったとき

の余りについて，剰余の定理で考

察することができる。高次方程式

を 1 次方程式や 2 次方程式に帰

着させることができる。 

c: 多項式を 1 次式で割る計算

に，組立除法を積極的に利用す

る。1の 3乗根の性質に興味・関

心をもち，具体的な問題に取り組

もうとする。1の 3乗根ωの性質

に興味・関心をもち，問題に取り

組もうとする。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

第
１
０
章 

図
形
と
方
程
式 

第 1 節 点と直線 

1．直線上の点 

2．平面上の点 

研究 座標平面を利用し

た図形の性質の証明 

3．直線の方程式 

4．2 直線の関係 

a: 数直線上において，2 点間の

距離，線分の内分点，外分点の

座標が求められる。与えられた

条件を満たす直線の方程式の求

め方を理解している。点と直線

の距離の公式を理解していて，

それを利用することができる。 

b: 図形の性質を証明する際に，

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 
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計算が簡単になるように座標軸

を適切に設定できる。直線に関

して対称な点の座標を求めるこ

とができる。 

c: 図形の問題を座標平面上で代

数的に解決する解法のよさを知

ろうとする。2 直線の交点を通

る直線の方程式に興味・関心を

もち，具体的な問題に利用しよ

うとする。 

  

第 2 節 円 

5．円の方程式 

6．円と直線 

7．2 つの円 

a: 与えられた条件を満たす円の

方程式の求め方を理解している。

円と直線の共有点の座標を求め

ることができる。 

b: 円の方程式が x， y の 2 次方

程式で表されることを理解して

いる。円の中心から直線までの距

離と円の半径の大小関係を代数

的に処理することで，円と直線の

位置関係を考察することができ

る。2つの円の位置関係を，中心

間の距離と半径の関係で考察す

ることができる。 

c: 円と直線の位置関係を，2 次

方程式の判別式や，円の中心から

直線までの距離と円の半径の大

小関係により調べようとする。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

 

第
１
１
章 

三
角
関
数 

第 1 節 三角関数 

1．角の拡張 

2．三角関数 

3．三角関数のグラフ 

4．三角関数の性質 

5．三角関数を含む方程

式，不等式 

a: 角度の表し方に度数法と弧度

法があることを理解している。ま

た，弧度法の定義を理解し，度数

法と弧度法の換算をすることが

できる。弧度法で表された角の三

角関数の値を，三角関数の定義に

よって求めることができる。 

b: 単位円上の点の動きから，三

角関数のグラフを考えることが

できる。三角関数を含む方程式・

不等式を解く際に，単位円やグラ

フを図示して考察することがで

きる。また，その解き方を理解し

ている。 

c: 弧度法に興味をもち，角度の

換算に取り組もうとする。三角比

の定義を一般化して，三角関数の

定義を考察しようとする。単位円

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 
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や三角関数のグラフを利用して，

三角関数の性質を調べようとす

る。 

 

第
１
１
章 

三
角
関
数 

第 2 節 加法定理 

6．加法定理 

7．加法定理の応用 

a: 加法定理を利用して，種々の

三角関数の値を求めることがで

きる。2 倍角，半角の公式など

を利用して，三角関数の値を求

めたり，等式を証明したりする

ことができる。 

b: 正接の定義と加法定理を利用

して，2 直線のなす角を考える

ことができる。2 倍角の公式を

利用して，三角関数を含むやや

複雑な方程式・不等式の角を統

一して考えることができる。 

c: 加法定理の証明について，一

般角に対しても成り立つことに

興味をもち，考察しようとす

る。加法定理を利用して，座標

平面上の点の回転を考察するこ

とに関心をもち，具体的な問題

に取り組もうとする。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

第
１
２
章 

指
数
関
数
と
対
数
関
数 

第 1 節 指数関数 

1．指数の拡張 

研究 負の数の n 乗根 

2．指数関数 

a: 指数が整数の場合の累乗の定

義を理解し，累乗の計算や，指数

法則を利用した計算をすること

ができる。指数関数のグラフの概

形，特徴を理解している。底と 1

の大小に注意して，指数関数を含

む不等式を解くことができる。 

b: 指数法則が成り立つように，

指数の範囲を正の整数から実数

にまで拡張していることを理解

している。指数関数の増減によっ

て，大小関係や不等式・方程式を

考察することができる。 

c: 累乗根の性質に興味を示し，

具体的に証明しようとする。指数

関数のグラフの概形を，点をプロ

ットしてかこうとする意欲があ

る。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

 

第 2 節 対数関数 

3．対数とその性質 

4．対数関数 

5．常用対数 

a: 指数と対数とを相互に書き換

えることができる。対数の定義を

理解し，対数の値を求めることが

できる。対数関数のグラフの概

形，特徴を理解している。常用対

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 
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数の定義を理解し，それに基づい

て種々の値を求めることができ

る。 

b: 指数法則から，対数の性質を

考察することができる。対数関数

の増減によって，大小関係や方程

式・不等式を考察することができ

る。 

c: やや複雑な対数方程式，対数

不等式に積極的に取り組もうと

する。桁数や小数首位の問題を一

般的に考察しようとする。現実世

界の問題を，常用対数を用いて考

察しようとする。 

 

第
１
３
章 

微
分
法
と
積
分
法 

第 1 節 微分係数と導関

数 

1．微分係数 

2．導関数とその計算 

3．接線の方程式 

a: 平均変化率，微分係数の定義

を理解し，それらを求めること

ができる。導関数の性質を利用

して，種々の導関数の計算がで

きる。接線の方程式の公式を利

用して，接線の方程式を求める

ことができる。微分係数の値な

どから関数を決定することがで

きる。 

b: 平均変化率における x の変

化量 h は負でもよいことを理解

している。導関数を表す種々の

記号を理解していて，それらを

適切に使うことができる。定点

Cから曲線に接線を引くとき，

接点 Aにおける接線が点 Cを通

ると読み替えることができる。 

c: 接線の傾きと微分係数との関

連を図形的に考察しようとす

る。曲線外の点から曲線に引い

た接線の方程式を求めようとす

る。 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 

 

第 2 節 関数の値の変化 

4．関数の増減と極大・極

小 

5．関数の増減・グラフの応

用 

a: 導関数を使い，関数の増減や

極値を調べ，増減表を書いて考察

している。最大・最小の応用問題

では，変数のとり方，定義域に注

意して解くことができる。導関数

を利用して，方程式の実数解の個

数問題，不等式の証明問題を解く

ことができる。 

b: 接線の傾きで関数の増減が調

べられることを理解している。最

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 
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大値・最小値と極大値・極小値の

違いを，意識して考察できる。 

c: 関数の増減や極値を調べ，3

次関数のグラフをできるだけ正

しくかこうとする。 

  

第 3 節 積分法 

6．不定積分 

7．定積分 

8．定積分と面積 

研究 放物線と x 軸で囲ま

れた部分の面積 

研究 3 次関数のグラフと

面積 

 

a: 不定積分の定義や性質を理解

し，それを利用する不定積分の

計算方法を理解している。定積

分の定義や性質を理解し，それ

を利用する定積分の計算方法を

理解している。直線や曲線で囲

まれた部分の面積を，定積分で

表して求めることができる。 

b: 微分法の逆演算としての不定

積分を考察することができる。

定積分の性質の等式を，左辺か

ら右辺，右辺から左辺への変形

として利用できる。面積を求め

る際には，グラフの上下関係，

積分範囲などを，図をかいて考

察している。 

c: 積分法が微分法の逆演算であ

ることから，不定積分を求めよ

うとする。定積分の性質を利用

して，計算がなるべく簡単にな

るように工夫して計算しようと

する意欲がある。直線や曲線で

囲まれた部分の面積を，定積分

を用いて求めようとする。 

定期考

査 

確認テ

スト 

 

定期考

査 

確認テ

スト 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 
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数
列 

 

第 1 節 等差数列と等比

数列 

１． 数列と一般項 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 等差数列 

 

 

 

 

 

 

a: 数列の定義、表記について理

解している。 

b: 数の並び方からその規則性を

推定して、数列の一般項を考察で

きる。 

c: 数の並び方に興味をもち、そ

の規則性を発見しようとする意

欲がある。 

 

a: 等差数列の公差、一般項などを

理解している。 

b: 等差数列の項を書き並べて、隣

接する項の関係が考察できる。 

c: 等差中項の性質に興味をもち、

問題解決に取り組もうとする。 

 

定期考

査 

確認テ

スト 

定期考

査 

確認テ

スト 

 

 

 

 

提出ノー

ト 

振り返り

シート 
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※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度  

        

 

 

 

３． 等差数列の和 

 

 

 

 

 

 

 

４． 等比数列 

 

 

 

 

 

 

５． 等比数列の和 

 

 

 

a: 等差数列の和の公式を適切に

利用して、数列の和が求められる。 

b: 等差数列の和を工夫して求める

方法について考察できる。 

c: 等差数列の和を工夫して求める

方法に興味をもち、等差数列の和

の公式を導こうとする意欲がある。 

 

a: 等比数列の公比、一般項などを

理解している。 

b: 等比数列の項を書き並べて、隣

接する項の関係が考察できる。 

c: 等比中項の性質に興味をもち、

問題解決に利用しようとする。 

 

a: 等比数列の和の公式を、適切に

利用して数列の和が求められる。 

b: 等比数列の和を工夫して求める

方法について考察できる。 

c: 等比数列の和を工夫して求める

方法に興味をもち、等比数列の和

の公式を導こうとする意欲がある。 


